
　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
が
事
業
委

託
を
受
け
て
取
り
組
ん
で
き
た
関
西

５
大
学
連
携
事
業
の
３
カ
年
活
動
報

告
会
と
、
映
画
監
督
の
大
森
一
樹
氏

（
大
阪
芸
術
大
学
芸
術
学
部
映
像
学

科
教
授
）
を
招
い
て
の
コ
ン
ソ
ー
シ

ア
ム
関
西
第
１
回
記
念
講
演
会
が
、

６
月
５
日
、
武
庫
川
女
子
大
学
を
会

場
に
開
か
れ
た
。

　

午
前
中
の
５
大
学
連
携
事
業
３
カ

年
活
動
報
告
会
で
は
、
糸
魚
川
直

祐
・
武
庫
川
女
子
大
学
学
長
の
あ
い

さ
つ
、
福
尾
惠
介
・
同
大
学
教
授
に

よ
る
５
大
学
連
携
事
業
の
概
要
説
明

の
後
、
学
部
学
生
を
対
象
に
し
た
４

つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
「
高
大
連
携
教

育
」
と
「
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル
（
宿
泊

セ
ミ
ナ
ー
）」
を
含
め
た
６
つ
の
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
担
当
教

授
に
よ
る
具
体
的
な
活
動
の
報
告
が

あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
福
尾
教
授
が
今
後
の
課
題

と
展
望
に
つ
い
て
報
告
。
受
講
生
を

増
や
す
た
め
、
わ
か
り
や
す
い
科
目

名
に
す
る
な
ど
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
を
進
め
る
と
と

も
に
、
学
生
の
交
流
を
促
進
す
る
策

の
導
入
や
、
受
講
後
の
学
生
が
知
識

を
応
用
で
き
る
仕
組
み
の
確
立
な
ど

が
必
要
と
強
調
し
た
。
さ
ら
に
、
関

西
の
他
大
学
の
参
加
に
よ
り
事
業
を

発
展
・
拡
大
さ
せ
る
こ
と
も
課
題
と

し
た
。

　

最
後
に
「
高
等
教
育
の
現
状
と
大

学
連
携
へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、

文
部
科
学
省
の
藤
原
章
夫
大
学
振
興

課
長
＝
写
真
＝
が
特
別
講
演
を
行
っ

た
。
藤
原
氏
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の

進
展
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
環
境

変
化
が
起
こ
る
中
、
大
学
進
学
率
は

の
組
織
と
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
に

移
り
、
５
大
学
連
携
事
業
や
大
阪
大

学
Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
講
座
な
ど
、
臨
床
医
工
情
報
学
分

野
の
人
材
育
成
事
業
の
内
容
説
明
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
が
拠
点
を
移

す
予
定
を
し
て
い
る
、
ナ
レ
ッ
ジ
・

キ
ャ
ピ
タ
ル
の
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ
ネ
ス

創
出
拠
点
の
説
明
、
今
年
か
ら
ス
タ

ー
ト
す
る
予
定
の
社
会
人
向
け
領
域

横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
羅
針

塾
」
の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

　

そ
の
あ
と
、
大
森
一
樹
監
督
が

「『
映
画
的
』
な
も
の
の
見
方
か
ら

広
が
る
世
界
」
と
題
し
て
記
念
講
演

を
行
っ
た
。
講
演
の
中
で
大
森
監
督

は
根
岸
英
一
米
国
パ
デ
ュ
ー
大
学
特

別
教
授
の
研
究
論
を
引
用
し
な
が

ら
、
研
究
と
映
画
づ
く
り
の
共
通
点

に
つ
い
て
解
説
。
時
代
を
担
う
人
材

の
発
見
、
育
成
の
重
要
性
を
強
調
し

た
。

着
実
に
向
上
し
て
い
る
が
、
学
生
の

留
学
意
欲
が
低
下
す
る
な
ど
、
大
学

の
現
状
は
必
ず
し
も
満
足
す
べ
き
も

の
で
は
な
い
」
と
指
摘
。「
大
学
の

質
の
保
証
・
向
上
を
は
か
る
た
め

に
、
各
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
明
確

化
と
、
大
学
間
連
携
が
果
た
す
べ
き

役
割
は
大
き
い
」
と
強
調
し
た
。

　

具
体
的
に
は
「
①
大
学
の
強
み
を

結
集
し
、
特
色
あ
る
教
育
研
究
の
推

進
や
教
育
水
準
の
高
度
化
を
図
る
②

教
育
の
質
保
証
を
推
進
す
る
た
め
の

大
学
間
相
互
の
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
る
③
自
治
体
・
地
域
企
業
と
よ

り
一
層
連
携
し
た
地
域
の
再
生
発
展

の
取
り
組
み
を
す
る
④
効
率
的
か
つ

効
果
的
な
大
学
運
営
で
経
営
基
盤
を

安
定
さ
せ
る
―
―
な
ど
が
重
要
で
あ

る
」
と
語
っ
た
。◇

　

午
後
に
開
か
れ
た
記
念
講
演
会
で

は
、
宮
原
秀
夫
・
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

関
西
会
長
が
「
教
育
機
関
な
ど
が
相

互
に
連
携
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

生
か
し
な
が
ら
人
材
を
育
て
て
い
く

こ
と
が
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
の

目
的
。
こ
れ
か
ら
新
し
い
時
代
を
切

り
開
い
て
い
く
若
い
人
た
ち
に
は
、

健
康
で
安
全
に
、
ま
た
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
も

ら
い
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

続
い
て
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西

　

臨
床
医
工
情
報
学
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
関
西
は
２
０
０
８
年
、
大
阪
大
学

Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
（
臨
床
医
工
学
融

合
教
育
セ
ン
タ
ー
）
の
中
に
あ
る
、

地
域
連
携
協
議
会
を
母
体
と
し
て
新

た
に
設
立
さ
れ
た
社
団
法
人
だ
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
日
本
が

豊
か
で
安
心
し
、
生
き
が
い
を
感
じ

る
こ
と
の
で
き
る
福
祉
社
会
を
作
り

上
げ
る
た
め
に
は
、
医
療
・
福
祉
の

質
の
向
上
や
、
地
域
医
療
の
確
保
、

医
療
の
情
報
化
な
ど
、
諸
外
国
に
比

べ
ま
だ
十
分
と
言
え
な
い
、
高
度
医

療
・
健
康
産
業
の
発
展
・
普
及
の
た

め
の
基
盤
づ
く
り
が
重
要
だ
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
医
療
・
福
祉
に

関
す
る
学
際
的
な
知
識
を
持
つ
高
度

な
職
業
人
を
育
成
し
、
こ
れ
ら
若
い

医
療
人
た
ち
の
意
欲
を
、
知
識
集
約

型
の
新
産
業
創
出
に
つ
な
げ
る
必
要

が
あ
る
と
い
う
考
え
に
基
づ
き
、
同

大
学
の
Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
は
設
立
さ

れ
た
。

　

医
学
、
生
命
化
学
、
工
学
、
情
報

学
な
ど
、
幅
広
い
分
野
か
ら
専
門

家
が
集
ま
り
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

な
ど
、
学
部
学
生
、
大
学
院
生
の
ほ

か
、
社
会
人
も
対
象
に
し
た
教
育
を

行
っ
て
い
る
。

　

た
だ
、
こ
れ
ら
の
人
材
教
育
に

は
、
座
学
だ
け
で
な
く
、
演
習
や
実

験
を
行
う
た
め
の
施
設
や
設
備
が
必

要
に
な
る
。
こ
れ
は
、
大
学
内
に
お

け
る
連
携
だ
け
で
は
実
現
が
難
し
い

面
も
あ
る
た
め
、
複
数
の
大
学
や
専

門
学
校
、
さ
ら
に
は
、
医
療
機
関
、

企
業
・
経
済
団
体
、
公
的
機
関
な
ど

も
巻
き
込
ん
だ
形
で
の
、
一
歩
進
ん

だ
教
育
シ
ス
テ
ム
の
確
立
が
求
め
ら

れ
る
。
そ
の
目
的
達
成
の
た
め
設
立

さ
れ
た
の
が
、
臨
床
医
工
情
報
学
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
だ
。

　

設
立
後
、
初
の
本
格
的
な
活
動
と

な
っ
た
の
は
、「
関
西
５
大
学
連
携

事
業
」（
広
域
大
学
連
携
に
よ
る
「
臨

床
医
工
学
・
情
報
学
」
高
度
人
材
育

成
シ
ス
テ
ム
の
構
築
）
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
実
施
の
一
部
受
託
で
あ
る
。

　

こ
の
５
大
学
連
携
事
業
は
、
文
部

科
学
省
の
戦
略
的
大
学
連
携
支
援

事
業
に
採
択
さ
れ
、
08
年
度
か
ら
10

年
度
ま
で
３
年
間
実
施
さ
れ
た
。
学

際
融
合
領
域
の
臨
床
医
工
学
・
情
報

学
に
精
通
し
た
高
度
な
人
材
育
成
な

ど
を
目
的
に
、
武
庫
川
女
子
大
学
、

奈
良
先
端
科
学
技
術
大
学
院
大
学
、

大
阪
電
気
通
信
大
学
、
大
阪
薬
科
大

学
、
関
西
大
学
の
５
大
学
が
連
携
。

　

具
体
的
な
教
育
内
容
と
し
て
、
科

学
哲
学
や
職
業
・
研
究
倫
理
の
習

得
を
目
指
す
「
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
教

育
」
、
関
西
地
域
の
活
性
化
に
必

要
な
取
り
組
み
を
学
ぶ
「
社
会
教

育
」
、
座
学
と
実
習
に
よ
り
専
門
的

な
知
識
の
獲
得
を
目
指
す
「
プ
レ
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
教
育
」
、
女
性

の
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
設
計
を
支
援
す
る

「
理
系
女
性
人
材
育
成
」
と
い
う
、

学
部
学
生
を
対
象
に
し
た
４
つ
の
プ

ロ
グ
ラ
ム
と
、
高
校
生
向
け
の
「
高

大
連
携
教
育
」
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施

し
て
き
た
。
期
間
中
の
修
了
者
数

は
、
５
大
学
合
計
で
１
４
１
名
。

　

文
部
科
学
省
の
支
援
期
間
は
10
年

度
で
終
了
し
た
が
、
今
後
も
本
プ
ロ

グ
ラ
ム
は
継
続
し
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
関
西
が
中
心
的
な
役
割
を
担
っ
て

い
く
計
画
だ
。

　

ま
た
、
今
年
９
月
に
は
新
た
に
、

社
会
人
を
対
象
に
し
た
、
次
代
を
担

う
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
た
め
の
領

域
横
断
型
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
羅
針

塾
」（
塾
長
・
宮
原
秀
夫
氏
）
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
。

　

13
年
に
は
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西

の
拠
点
を
、
Ｊ
Ｒ
大
阪
駅
北
側
に
誕

生
す
る
予
定
の
知
的
創
造
拠
点
「
ナ

レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」
に
移
す
予

定
。
ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
は
、

駅
北
側
で
大
規
模

開
発
が
進
む
「
う

め
き
た
」（
Ｊ
Ｒ

貨
物
駅
跡
地
＝
北

ヤ
ー
ド
）
の
先
行

開
発
区
域
「
グ
ラ

ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
」
に
開
設
が
計

画
さ
れ
て
い
る
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
関
西
は
、
そ
の

ナ
レ
ッ
ジ
・
キ
ャ

ピ
タ
ル
の
施
設
の

１
つ
で
あ
る
大
阪

オ
ー
プ
ン
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
・
ヴ

ィ
レ
ッ
ジ（
仮
称
）

の
ロ
ボ
ッ
ト
ビ
ジ

ネ
ス
創
出
拠
点
に

参
画
す
る
予
定
。

医
療
機
器
の
開

発
、
医
療
・
看
護

・
介
護
・
福
祉
の
現
場
で
活
躍
す
る

も
の
づ
く
り
や
快
適
な
暮
ら
し
を
提

案
す
る
製
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
、

そ
れ
ら
を
支
え
る
人
材
育
成
な
ど
、

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
が
中
核
的
な

役
割
を
担
い
、
大
阪
市
な
ど
と
共
同

で
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
構
想
で

あ
る
。

　

大
阪
駅
に
隣
接
す
る
交
通
至
便
な

「
う
め
き
た
・
グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大

阪
」
に
移
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

多
く
の
機
関
と
の
連
携
が
取
り
や
す

く
な
る
た
め
、
高
度
人
材
育
成
の
活

動
を
一
層
深
化
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
、
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
は

正
会
員
（
約
90
）
と
賛
助
会
員
（
約

20
）で
組
織
さ
れ
て
い
る
。今
後
は
活

動
の
た
め
の
財
政
基
盤
を
固
め
る
た

め
、
賛
助
会
員
増
大
に
取
り
組
む
。

ま
た
、
連
携
教
育
機
関
・
医
療
機
関

や
、
連
携
企
業
・
自
治
体
を
拡
充
す

る
ほ
か
、
国
際
化
時
代
の
医
療
人
を

養
成
す
る
た
め
、
海
外
の
教
育
機
関

と
の
連
携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
高
度
人
材
育
成
機
能
と

と
も
に
、
産
学
官
連
携
の
た
め
の
提

案
機
能
や
、
医
療
業
務
の
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
機
能
、
交
流
・
人
的
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
形
成
機
能
を
高
め
て
、
高

度
医
療
・
健
康
産
業
の
発
展
を
軸
と

し
た
、
関
西
の
地
域
経
済
活
性
化
に

貢
献
し
た
い
考
え
で
あ
る
。

　

今
や
産
業
と
し
て
の
映
画
に
と
っ

て
重
要
な
要
素
は
、
原
作
、
キ
ャ
ス

ト
、
そ
し
て
お
金
、
す
な
わ
ち
出
資

者
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
３
つ

が
そ
ろ
え
ば
、
映
画
と
い
う
商
品
は

い
く
ら
で
も
生
産
さ
れ
て
い
く
。

　

た
だ
、
私
は
こ
れ
と
は
別
に
、
映

画
に
は
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
３
つ

の
要
素
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
目

で
見
る
映
像
、
耳
で
聞
く
音
、
そ
し

て
、
時
間
で
あ
る
。
映
像
と
音
が
と

も
に
大
事
な
要
素
で
あ
る
と
い
う
の

が
、
映
画
が
総
合
芸
術
で
あ
る
と
い

わ
れ
る
ゆ
え
ん
だ
が
、
忘
れ
て
な
ら

な
い
の
は
、
３
つ
め
の
時
間
と
い
う

要
素
だ
。

　

映
画
が
持
っ
て
い
る
時
間
は
、
作

品
ご
と
に
す
べ
て
違
う
。
時
代
も
違

う
し
、
１
本
の
映
画
で
見
せ
る
時
間

の
長
さ
も
違
う
。
時
間
の
流
れ
も
自

由
に
変
え
ら
れ
る
。
こ
の
時
間
と
い

う
も
の
に
、
人
間
と
、
空
間
と
を
合

わ
せ
た
３
つ
の
「
間
」
を
、
自
在
に

組
み
合
わ
せ
て
、
作
品
を
作
り
上
げ

る
の
が
映
画
監
督
の
仕
事
だ
。

　

時
間
、
空
間
、
人
間
と
い
う
３
つ

の
「
間
」
は
、
映
画
に
込
め
ら
れ
た

情
報
で
あ
る
。
こ
の
情
報
は
無
声
映

画
か
ら
ト
ー
キ
ー
に
、
モ
ノ
ク
ロ
か

ら
カ
ラ
ー
に
、
そ
し
て
画
面
の
サ
イ

ズ
が
ワ
イ
ド
に
と
、
映
画
作
り
の
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー
が
進
化
す
る
に
つ
れ
て

増
え
て
き
た
。
そ
の
情
報
と
い
う
も

の
を
い
か
に
操
る
か
が
、
監
督
の
腕

の
見
せ
ど
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ノ
ー
ベ
ル
化
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た

根
岸
英
一
博
士
（
米
国
パ
デ
ュ
ー
大

学
特
別
教
授
）
は
、
研
究
と
い
う
行

為
に
つ
い
て
、
ご
自
身
の
お
考
え
を

次
の
よ
う
に
話
さ
れ
て
い
る
。
他
者

の
ニ
ー
ズ
と
、
自
身
の
「
何
か
を
表

現
し
た
い
」
と
い
う
願
望
が
結
び
つ

く
こ
と
に
よ
っ
て
、
研
究
と
い
う
も

の
は
始
ま
る
。
こ
の
２
つ
を
結
び
つ

け
る
に
は
作
戦
が
必
要
で
、
そ
の
作

戦
に
し
た
が
っ
て
探
求
と
い
う
行
為

が
始
ま
り
、
発
見
が
そ
の
果
て
に
出

て
く
る
と
い
う
お
考
え
で
あ
る
。

　

探
求
と
い
う
行
為
に
は
、
知
識
、

判
断
、
ア
イ
デ
ア
が
要
求
さ
れ
る

し
、
意
志
と
行
動
が
伴
っ
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
発
見
に
至

る
に
は
、
運
も
必
要
で
あ
る
。

　

こ
の
図
式
は
映
画
づ
く
り
に
も
当

て
は
ま
る
。
た
だ
、
私
は
映
画
づ
く

り
を
目
指
す
若
い
人
に
、
作
戦
の
立

て
方
や
探
求
の
仕
方
を
ア
ド
バ
イ
ス

す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
運
の
つ
か

み
方
は
も
ち
ろ
ん
、
他
者
の
ニ
ー
ズ

や
自
身
の
表
現
願
望
ま
で
、
教
え
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
は
自
分
で

つ
か
む
、
あ
る
い
は
、
考
え
る
し
か

な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

作
戦
の
立
て
方
は
教
え
る
こ
と
が

で
き
る
。
映
画
的
な
も
の
の
見
方
を

す
る
こ
と
だ
。
つ
ま
り
、
今
ま
で
の

発
想
を
ガ
ラ
リ
と
変
え
て
、
角
度
を

変
え
て
も
の
を
見
る
こ
と
、
見
え
な

い
も
の
を
見
よ
う
と
す
る
こ
と
で
あ

る
。
そ
う
い
う
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
な

も
の
の
見
方
が
、
先
天
的
に
で
き
る

人
が
い
る
。
そ
う
い
う
優
れ
た
人
材

を
見
つ
け
出
す
こ
と
も
大
切
だ
。

　

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
関
西
が
大
阪
大

学
Ｍ
Ｅ
Ｉ
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
共
同
で

社
会
人
向
け
に
開
く
領
域
横
断
型
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
そ
れ
が「
羅
針
塾
」

だ
。
不
確
実
な
現
代
社
会
の

羅
針
盤
と
な
る
次
代
の
リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
と
い
う
意
味

で
命
名
し
た
。
関
西
の
企
業

な
ど
の
組
織
の
中
堅
以
上
を

対
象
に
、
現
代
社
会
の
難
題

に
挑
み
、
真
価
を
見
極
め
、

そ
こ
か
ら
潜
在
需
要
を
見
抜

き
「
新
し
い
健
康
価
値
」
を

創
造
す
る
「
目
利
き
」
の
能

力
を
育
て
る
の
が
目
的
。

　

政
府
は
社
会
の
各
層
で
活

躍
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
を
養
成

す
る
「
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
大
学

院
」
の
構
築
を
支
援
す
る
政

策
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
大

阪
大
学
は
免
疫
と
再
生
の
融
合
に
よ

る
医
療
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
す

融
合
研
究
大
学
院
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
持

つ
な
ど
、
複
眼
的
に
領
域
を
理
解
で

き
る
人
材
を
育
て
る
シ
ス
テ
ム
作
り

で
は
実
績
が
あ
り
、
領
域
横
断
型
教

育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
設
を
決
め
た
。

　

医
学
、
工
学
か
ら
経
済
学
や
社
会

学
ま
で
の
領
域
の
教
育
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
用
意
し
、
複
眼
的

な
も
の
の
見
方
が
で
き
る
柔

軟
性
と
、
国
際
感
覚
を
持
ち

グ
ロ
ー
バ
ル
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
が
取
れ
る
能
力
を

持
つ
、
高
度
な
人
材
を
育
て

た
い
と
し
て
い
る
。

　

第
１
回
目
の
羅
針
塾
は
９

月
３
日
と
４
日
の
２
日
間
。

大
阪
大
学
を
中
心
と
し
た
各

分
野
ト
ッ
プ
研
究
者
の
講
師

陣
に
加
え
、
評
論
家
の
金
美

齢
氏
を
招
い
て
、
大
阪
市
内

一
流
ホ
テ
ル
で
宿
泊
・
食
事

付
き
の
講
座
を
開
く
。
定
員

約
25
名
。
詳
細
は
７
月
初
旬
に
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
の
予
定
。

http://www.rashin-juku.conso-
kansai.or.jp/

　高度医療・健康産業の創出・発展を目的として設立された一般社団法人「臨床医工情報学コンソーシアム関西」（宮原秀夫
会長）が、広域大学連携支援のほか、今年から次代のリーダーを育てるための社会人向け人材養成塾を開講するなど、活動
内容を拡充する。2013年には本拠を、ＪＲ大阪駅北側に開設される「ナレッジ・キャピタル」に移す予定。今後、関西の産
学官が連携し人材を育成する場としての大きな役割が期待される。

「
ナ
レ
ッ
ジ・
キ
ャ
ピ
タ
ル
」本
拠
に

関
西
の
地
域
経
済
活
性
化
に
貢
献

創
造
的
な
も
の
の
見
方

で
き
る
人
材
の
発
見
を

社会人向け目利き養成講座
「羅針塾」が９月にスタート

コンソーシアム関西会長
　前大阪大学総長

宮原 秀夫氏 

企画・制作＝日本経済新聞社クロスメディア営業局

大
森
一
樹
監
督
の
講
演
要
旨


